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P3−27−3　卵巣チ ョ コ レート嚢胞摘出術後 の AMH 低下 と妊 娠 予後 に関 する 検討
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【目的】卵巣 チ 目 コ レート嚢胞 に 対す る 腹腔鏡下嚢胞摘 出術 で は，術 後 の 卵 巣 予 備 能 低 下 が 妊孕 性 に影響する．術前後 の 抗 ミ ュ

ラ
ー
管 ホ ル モ ン （AMH ）値 と妊娠予 後 につ い て 後方視的 に検討 した．【方法】2011年か ら 2013年 3 月ま で に当科に て腹腔鏡

下嚢胞摘出術を行 っ た患者 の うち，40 歳 未満 の 56 例 を対象と した．卵巣 ・卵管周囲の 癒着剥離，卵巣 チ ョ コ レート嚢胞の 摘

出お よび腹膜病変 の 焼灼を基本術式 と した．高齢，両側性，卵巣手術既往な ど．卵巣予備能低 下 が懸念され る場合 に は嚢胞壁

焼灼術を併用 した．卵巣予備能 は，チ ョ コ レート嚢胞 （C 群 ： n ≡24）とそ れ 以外 の 良性卵巣腫瘍 （非 チ ョ コ レ
ート嚢胞 ；　non

−C 群 ：n ＝16）を対象 と し，嚢胞摘出術 に お ける術前後 の 血清 AMH 値 に よ り評価 した．【成績】術後観察期間の 中央値 は 18

か 月で あ り，累積妊 娠率 は 40％ で あっ た．不 妊患者 28例中 ll例 で 妊娠が 成立 し，5例 は 自然妊娠，6例 は ART に よ る妊 娠

で あ っ た．術前に 不妊 の 訴 え が な か っ た 12例 の うち，5例 が 自然妊娠 した．C 群 で は，　 non
−C 群 に 比 して 術前 AMH 値 が低

く （2，4　vs．4．6　ng／mD
， 35歳以上 の 症例で は特 に低値で あっ た．　 AMH 値の 低 下 した割合 は，術後 6か 月 （63　vs 。24％）お よ び

1 年 （46vs．21％ ）で C 群 で 大 きか っ た，　C 群 にお い て は，術後 1 年時に AMI ｛値 の 回復 が み られ た症例 は 35 歳以 上 で 少 な か っ

た，【結論】卵巣チ ョ コ レート嚢胞 に対する腹腔鏡下嚢胞摘出術 は有用な術式 で ある が，卵巣予備能低下を防ぐための 対応が必

要で ある と考えられ た．
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【目的】卵巣チ ョ コ レ
ート嚢胞 は大 きな 不妊因子 の

一つ で あ り，付属器周囲癒着や 病側卵巣の 機能低下，また 妊娠中の 合併症．
そして 月経痛，骨盤痛 の 凉因 となる た め手術適応 と なる こ とが少なくな い．一方で チ ョ コ レート嚢胞核出術後 に卵巣性卵巣機

能低下を来す症例も多く経験する。卵巣予備機能を測 る 抗 ミ ュ ラー管 ホル モ ン （AMH ）値 か ら，卵巣チ ョ コ レート嚢胞 核 出

術 の 影響 を 検討 す る．【方 法】2010年 2月 か ら 2014 年 8月まで，当院で AMH を測定 した 983 名 の うちホ ル モ ン検査 と超 音波

検査 を 施行 した 934名 か ら PCOS 症 例 90名を 除 い た 844名を対象と し，卵巣チ ョ コ レート嚢胞を有さない A 群 689 名，卵巣

チ ョ コ レ
ート嚢胞 を有 し手術未施行の B 群 109名，卵巣 チ ョ コ レート嚢胞術後 C 群 45名に 分類 した．各群問の 年代別 AMH

値 を比較検討 した ．【成績】各群 の 平均年齢 は そ れ ぞ れ 37．2 ± 4．08，34．7　±　3．5，363士 3．4歳 で B 群 が他群 に比 べ 有意に 低 く，
AMH は そ れ ぞ れ 241± 2．49，2．6  ± 2．07，1．08士 1．25 とC 群が他群に比 べ 有意に低か っ た．　AMH は年齢 に よ り低下する た め，
各群を 5歳毎に 分けて 年代別比 較す る と，30歳代前半 で そ れぞ れ 3．35　± 2．73，2．71± 2．26，0．54± 0．40，30歳代後半 で そ れ ぞれ

223韭 2．17，2．00± 1．50，0．88± O．71 と，30歳代で は C 群が A ，B 群 に 比 べ 有意 に低下 して い た．【結論】AMH は卵巣 チ ョ コ レー

ト嚢胞の 存在で 低下する傾向に あっ たが 有意 差 はな か っ た，一
方 でチ ョ コ レート嚢胞術後の 症例で は

，
主 た る 生 殖世代の 30

歳代で AMH が 低下 し，卵巣機能不全 を来す こ とが推察 され た，将 来 の 挙児希 望症例 で は積極的な手術適応を避け る，や 不妊

症 例 で は手術適応の前 に 受精卵凍結を行うなど．治療戦略を見直す こ とも検討すべ きで あ る，

P3−27−5　腹腔鏡下子宮内膜症性嚢胞摘出術後 の 妊孕性 につ い て の 検討

順天堂大

加藤紀子，北 出真理，地主　誠，黒 田恵司，熊切　順，竹田　省

【目的】子宮内膜症性嚢胞摘出術の 治療効果に対 して は未だ に見解が 分か れ，術後 の 卵巣機能低下 につ い て の 報告も散見され

る．子宮内膜症性嚢胞合併 の 挙児希望症例 に対 して ，術後妊孕能 と妊娠寄与因子に つ い て検討 した．【方法】2009年 1月〜2013
年 12月 の 間 に 当院 で腹腔鏡下 子 宮内膜症性嚢胞摘出術を施行 した挙児希望症例の 92例を対象 と し た．妊娠群 （52例）と非

妊娠群 （40例）の 2群 に分類 し，患者背景と手術所見を比較検討した．不妊治療の 内訳は，2群間で 有意差はなかっ た．【結果】
術後妊娠率 は 52％ で あり，術後 2 年以 内 に妊娠 して い る症例 は 47例 （91％）で あ っ た．患者背景（年齢，術前不妊期間，CA
l25，　 BMI，内膜症手術 の既 往）に よ る比較で は，非妊娠群 で年齢が有意 に高 く （妊娠群 ：32．9± 32歳 非妊娠群 ；34．9 ± 3．4
歳 ），術前不妊 期 間 も有 意 に長 か っ た（16、6± 16．3か 月，43．6± 34．3か 月），また手術所見 （卵巣嚢腫径，r

−ASRM ，付属器周囲

癒着 ス コ ァ，手術時間，出血 量，ダグ ラス 窩開放術 の 有無）の 比較 で は，非妊娠群 で付属器周囲癒着ス コ ア が有意 に高か っ た

（9．2± 8．O，13．4 ± 7．9）．【結論】腹腔鏡下 子 宮内膜症性嚢胞摘出術 に よ り妊孕能は 改善する と考え られ たが．術前の 不妊期間が

長 い 程，また付属器周囲癒着ス コ ア が高い ほ ど妊娠率は低下する可能性が 示唆され た．
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